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机
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え
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助
数
詞
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三

　

　

保

　

忠

　

夫

目
　
次

一
、
は
じ
め
に

二
、
船
舶
類
を
数
え
る
助
数
詞

三
、
履
物
類
を
数
え
る
助
数
詞

四
、
机
類
を
数
え
る
助
数
詞

五
、
お
わ
り
に一

、
は
　
じ
　
め
　
に

上
代
の
助
数
詞
研
究
は
、
木
簡
資
料
、
『
正
倉
院
文
書
』
、
律
令
、
『
日
本
書
紀
』
、
及
び
、
『
続
日
本
紀
』
な
ど
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

こ
れ
ら
は
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
末
ま
で
の
、
実
質
二
世
紀
の
間
に
お
け
る
資
料
群
で
あ
る
が
、
実
は
、
こ
の
間
に
も
、
注
目
す
べ
き
助

数
詞
の
交
替
、
変
遷
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
内
か
ら
船
舶
類
、
履
物
類
、
机
類
そ
れ
ぞ
れ
を
数
え
る
助
数
詞
を
取
。
上
げ
、
状
況
を
整
理
・
把
握
し
、
そ
の
背

後
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

上
代
に
お
け
る
助
数
詞
の
古
層
と
新
層
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二
、
船
舶
類
を
数
え
る
助
数
詞

船
舶
類
を
数
え
る
助
数
詞
に
は
「
般
」
と
「
隻
」
が
あ
る
。
劉
世
儒
氏
著
『
貌
晋
南
北
朝
量
詞
研
究
』
　
（
一
九
六
五
年
、
中
華
書
局
）
　
で
は
、

一
般
に
、
「
膿
」
は
大
船
、
「
隻
」
は
小
船
を
数
え
る
傾
向
が
あ
る
が
、
前
者
は
中
性
的
で
大
小
の
船
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
「
舶
」

は
、
大
船
を
数
え
る
が
、
用
例
は
ま
れ
で
あ
る
と
さ
れ
る
　
（
一
八
七
頁
）
。

（
一
）
中
国
古
代
に
お
け
る
状
況

中
国
の
前
漠
初
期
の
墓
葬
（
湖
北
省
）
　
か
ら
出
土
し
た
竹
簡
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

○
　
船
一
樹
（
江
陵
鳳
風
山
八
号
漢
墓
竹
簡
、
7
8
）

○
　
船
一
樹
（
江
陵
鳳
風
山
一
六
八
号
漠
墓
竹
簡
、
1
0
）

「
根
」
　
は
、
「
般
」
　
の
前
身
と
見
受
け
ら
れ
る
。

劉
氏
に
よ
れ
ば
、
「
般
」
は
、
南
北
朝
を
中
心
と
す
る
資
料
に
よ
く
見
え
る
、
「
隻
」
は
、
鳥
（
一
枚
）
、
羊
脚
、
人
の
手
脚
に
関
す
る
事
物

（
履
、
鴬
、
鐙
、
釧
）
、
堅
く
て
長
い
も
の
　
（
箭
、
矢
、
戟
、
政
子
）
　
に
用
い
る
が
、
船
、
畳
子
・
盤
子
、
俸
子
に
「
隻
」
を
用
い
る
の
は
南
北

朝
に
ま
れ
で
、
「
大
約
到
了
唐
代
才
開
始
通
行
閲
的
。
」
と
述
べ
ら
れ
、
次
の
例
を
挙
げ
ら
れ
る
（
二
五
貢
）
。

〇
一
勢
蘭
船
当
駅
路
。
（
自
居
易
詩
）

王
力
氏
も
、
「
隻
」
の
用
法
（
対
象
）
は
、
鳥
か
ら
獣
類
や
無
生
物
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
、
船
に
つ
い
て
は
「
一
隻
l
短
肪
艇
、
一

張
斑
鹿
皮
」
　
（
自
居
易
詩
）
　
の
例
を
示
さ
れ
る
　
（
『
漢
語
史
稿
』
中
冊
、
一
九
五
八
年
三
月
、
二
三
九
頁
）
。

確
か
に
、
南
北
朝
の
頃
に
は
「
腔
」
が
目
立
つ
。
例
え
ば
、
『
和
刻
本
正
史
三
国
志
』
　
（
二
冊
、
汲
古
書
院
刊
）
で
は
、
多
く
の
「
般
」
の
用

例
を
得
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
「
隻
」
は
全
く
見
え
な
い
。



○○〇〇〇〇 ○
○
則
斬
レ
首
四
万
、
獲
レ
船
万
嘲
（
三
国
志
、
親
書
、
文
帝
、
延
康
四
年
八
二
二
三
）
三
月
条
、
『
和
刻
本
正
史
（
一
）
』
、
七
二
頁
）

舟
船
五
千
余
嘲
後
宮
五
千
余
人
（
三
国
志
、
呉
書
、
孫
暗
四
年
八
二
八
〇
）
三
月
条
、
『
（
同
）
（
二
）
』
、
七
九
九
頁
）

こ
の
他
、
「
捜
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
就
中
、
第
三
例
は
「
巨
艦
」
を
数
え
た
例
、
第
五
例
は
元
代
の
例
で
あ
る
。

昆
明
地
中
有
二
曳
船
楼
船
各
数
百
轡
（
西
京
雑
記
、
六
、
漠
劉
款
撰
・
背
高
洪
韓
、
『
景
印
文
淵
閤
四
庫
全
書
』
、
子
部
、
三
四
一
、
二
六
頁
）

王
知
二
戒
日
欽
恋
＝
下
レ
厳
二
象
車
二
万
乗
船
三
万
蝉
（
大
唐
故
三
蔵
玄
笑
法
師
行
状
、
唐
冥
詳
撰
、
『
大
正
新
備
大
蔵
経
』
、
五
〇
、
二
∵
七
頁
）

唐
天
祐
中
（
中
略
）
造
一
一
巨
艦
一
撃

l
（
北
夢
璃
言
、
五
、
宋
孫
光
憲
撰
、
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
、
子
部
、
三
四
二
、
三
二
頁
）

十
九
日
（
建
炎
五
年
八
二
三
一
）
）
徴
＝
郷
兵
事
太
湖
洞
庭
東
西
山
千
攣

l
命
二
舟
寧
巡
議
場
挙
総
之
前
一
赴
二
呉
江
一
陣
二
於
簡
村
一
（
揮

産
後
録
、
一
〇
、
宋
王
明
清
撰
、
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
、
子
部
、
三
四
四
、
五
二
九
頁
）

有
二
無
名
子
以
レ
詩
嘲
レ
之
日
萬
網
干
咄
満
二
運
河
一
（
東
南
紀
聞
、
一
、
著
撰
者
未
詳
、
元
代
一
四
世
紀
前
半
カ
、
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
、

子
部
、
三
四
六
、
二
〇
三
頁
）

朝
鮮
の
『
三
国
史
記
』
（
二
四
三
年
、
金
富
拭
編
纂
）
で
も
、
「
般
」
は
随
所
に
見
え
る
が
、
「
隻
」
は
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

冬
十
月
六
日
。
撃
二
唐
漕
船
七
十
余
勢
（
巻
七
、
新
羅
本
紀
七
、
文
武
二
年
八
六
七
D
一
〇
月
条
）
（
昭
和
三
年
二
月
、
朝
鮮
史
学
会
発

○

行
）

中
国
に
お
け
る
「
隻
」
の
用
例
に
次
が
あ
る
。

会
寧
関
有
二
船
伍
拾
卑
宜
レ
令
下
所
管
差
＝
強
了
宮
森
校
い
（
唐
開
元
二
五
年
（
七
三
七
）
水
部
式
残
巻
、
伯
二
五
〇
七
号
、
『
敦
燵
社
会
経
済

文
献
真
蹟
釈
録
（
二
）
』
・
「
（
五
）
法
律
文
書
」
中
の
一
点
、
五
八
〇
頁
）

却
到
l
由
子
国
勃
支
利
津
ロ
バ
準
疲
斯
舶
三
十
五
翠
其
国
市
嘉
珍
宝
パ
（
貞
元
新
定
釈
教
目
録
、
巻
一
四
、
円
照
撰
、
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
、

五
五
、
八
七
六
頁
）

二
例
と
も
唐
代
の
用
例
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
前
後
に
数
例
の
「
隻
」
が
見
え
て
い
る
。
次
も
参
考
と
な
ろ
う
。

上
代
に
お
け
る
助
数
詞
の
古
層
と
新
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
九
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○
買
コ
得
嶺
両
道
採
訪
使
劉
臣
隣
之
軍
舟
一
輿
（
唐
大
和
上
東
征
伝
、
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
、
五
一
、
九
八
九
貢
）

○
同
駕
二
一
矧
舟
パ
（
同
伝
、
同
、
九
八
九
頁
）

本
書
は
、
宝
亀
一
〇
年
（
七
七
九
）
、
鑑
真
の
弟
子
思
託
著
「
大
和
上
伝
」
を
踏
ま
え
て
淡
海
三
船
が
著
し
た
と
い
う
。
こ
の
渡
航
前
の
状

況
な
ど
は
思
託
の
筆
を
そ
の
ま
ま
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
観
智
院
蔵
写
本
は
二
例
共
「
隻
」
）

○
所
レ
積
舟
不
レ
間
二
宮
私
料
興
二
士
大
夫
家
産
＝
船
七
百
撃
l
挙
自
相
撞
撃
倶
砕
死
数
十
百
人
（
絨
囲
山
叢
談
、
六
、
宋
秦
條
撰
、
『
景
印
文
淵

閣
四
庫
全
書
』
、
子
部
、
三
四
三
、
六
二
六
頁
）

○
金
人
乃
別
開
二
河
由
二
江
佳
苗
一
初
不
レ
知
二
之
至
車
飯
時
有
二
金
船
二
軍
出
在
レ
江
但
望
コ
見
其
船
上
黒
且
光
恵
必
是
英
人
衣
銭
甲
也

（
玉
照
新
志
、
四
、
宋
王
明
清
撰
、
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
、
子
部
、
三
四
四
、
六
五
六
頁
）

○
北
軍
未
レ
渡
之
時
守
把
統
制
官
王
順
欲
レ
槻
二
沙
武
口
及
沌
口
伝
此
二
処
江
水
極
深
難
二
於
用
工
一
遂
用
二
披
搭
倣
舟
百
徐
翠
載
二
沙
石
彿

レ
之
（
中
略
）
披
搭
船
三
百
矧
（
後
略
）
（
突
辛
雑
識
続
集
、
上
、
宋
周
密
撰
、
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
、
子
部
、
三
四
六
、
六
七
頁
）

こ
の
撰
者
は
、
許
多
の
戦
艦
・
軍
船
を
「
船
隻
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
（
同
別
集
、
下
、
一
五
八
～
一
五
九
頁
）

な
お
、
筏
に
も
「
隻
」
を
用
い
た
よ
う
で
あ
る
。

○
崖
下
水
深
処
河
道
攣
曲
有
二
筏
数
十
翠
（
洛
陽
捨
紳
旧
聞
記
、
五
、
宋
張
斉
賢
撰
、
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
、
子
部
、
三
四
二
、
一
七
〇
頁
）

（
二
）
上
代
に
お
け
る
状
況

日
本
の
上
代
の
用
例
と
し
て
、
ま
ず
、
注
目
さ
れ
る
の
が
「
養
老
令
」
の
左
記
で
あ
る
。

○
　
凡
水
駅
不
レ
配
レ
馬
処
。
量
二
閑
繁
パ
駅
別
置
二
船
四
勢
以
下
。
二
劃
以
上
一
。
（
釈
云
。
一
牧
／
日
隻
也
。
）
随
レ
船
配
レ
丁
。
（
謂
。
船
有
大

小
。
（
中
略
）
）
　
　
（
令
集
解
、
巻
三
八
、
厩
牧
令
、
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
、
九
三
二
貞
）

こ
の
条
は
、
「
唐
令
」
に
倣
っ
た
も
の
ら
し
く
、
開
元
七
年
令
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。



○
　
諸
水
駅
、
亦
量
二
事
閑
要
」
以
置
レ
船
、
事
繁
者
、
毎
レ
駅
四
隻
、
閑
者
三
隻
、
更
閑
者
二
隻
、
船
一
給
丁
三
人
、
（
仁
井
田
陛
著
『
唐
令
拾

遺
』
、
一
九
六
四
年
、
東
京
大
学
出
版
会
、
七
〇
七
貢
）

『
大
宝
律
令
』
（
七
〇
一
年
制
定
）
・
『
養
老
律
令
』
（
七
一
八
年
成
立
、
七
五
七
年
施
行
）
が
、
そ
の
後
の
文
書
行
政
に
与
え
た
影
響
は
少
な
く
な

い
。
『
大
宝
律
令
』
の
撰
定
に
は
、
唐
人
の
渡
来
一
世
で
音
博
士
に
任
じ
ら
れ
た
薩
弘
格
、
そ
の
他
、
渡
来
系
氏
族
出
身
者
が
約
半
数
占
め
て

い
る
（
続
月
本
紀
、
巻
一
、
文
武
天
皇
四
年
六
月
条
）
。
右
は
、
唐
代
に
お
け
る
当
代
的
な
助
数
詞
（
量
詞
）
は
「
隻
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
唐
令
」

（
律
令
制
）
　
と
共
に
日
本
に
導
入
さ
れ
た
具
体
的
な
事
例
と
な
ろ
う
。

但
し
、
「
雑
令
」
　
に
は
「
般
」
も
見
え
て
い
る
。

○
　
凡
要
路
津
済
。
不
レ
堪
二
渉
渡
一
之
処
。
皆
置
レ
船
運
渡
。
依
二
至
レ
津
先
後
一
為
レ
次
。
（
中
略
）
毎
二
二
人
パ
船
各
一
樹
。
（
令
義
解
、
巻
一
〇
、

雑
令
、
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
、
三
三
五
頁
）

本
文
に
混
乱
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
「
般
」
は
当
初
か
ら
の
、
ま
た
、
「
隻
」
に
先
行
す
る
助
数
詞
と
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
「
令
集
解
逸
文
」
に
、
「
釈
云
。
鰻
。
船
数
也
。
音
蘇
遭
反
。
」
云
々
と
見
え
（
同
逸
文
、
二
四
頁
）
、
関
連
し
て
、
『
和
名
類
衆
抄
』
に
も

「
説
文
云
膿
へ
蘇
遭
／
反
）
船
数
也
」
（
巻
二
、
船
類
）
と
見
え
る
。

『
古
事
記
』
　
に
は
、
船
を
叡
え
る
助
数
詞
と
し
て
「
鰻
」
が
用
い
ら
れ
、
「
隻
」
は
見
え
な
い
。

○
　
此
時
、
新
良
国
王
、
頁
コ
進
御
調
八
十
一
嘲
4
　
（
反
正
天
皇
、
『
日
本
思
想
大
系
』
、
二
五
二
頁
）

『
日
本
書
紀
』
で
は
、
船
舶
を
数
え
る
助
数
詞
と
し
て
「
燈
」
と
「
隻
」
と
が
併
用
さ
れ
て
い
る
。
「
般
」
は
延
べ
一
七
例
見
え
る
。

○
　
載
二
千
八
十
樹
船
」
　
（
神
功
摂
政
前
紀
、
仲
哀
九
年
一
〇
年
条
）

○
　
率
二
船
師
址
輿
　
（
清
寧
即
位
前
紀
）

○
　
百
済
使
参
宮
等
罷
帰
。
仇
賜
下
大
舶
与
二
同
船
バ
三
楓
即
　
（
皇
極
紀
、
元
年
八
月
条
）

○
　
耽
羅
客
賜
二
船
一
轡
　
（
天
武
紀
下
、
五
年
二
月
条
）

上
代
に
お
け
る
助
数
詞
の
古
層
と
新
暦
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一
方
、
「
隻
」
は
、
『
日
本
書
紀
』
全
体
で
二
五
例
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
船
舶
を
対
象
と
す
る
例
は
、
延
べ
一
〇
例
で
あ
る
。

○
　
佃
賜
二
良
馬
二
匹
・
同
船
二
勢
・
弓
五
十
張
・
箭
五
十
具
パ
　
（
欽
明
紀
、
一
四
年
六
月
条
）

○
　
使
レ
造
二
百
済
舶
二
劃
バ
　
（
孝
徳
紀
、
白
雉
元
年
、
是
歳
条
）

○
　
唐
国
使
人
…
…
総
合
二
千
人
、
乗
船
冊
七
勢
、
（
天
智
紀
、
一
〇
年
二
条
）

「
膿
」
と
「
隻
」
に
つ
き
、
巻
毎
の
用
例
数
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
用
例
の
な
い
巻
は
空
欄
と
な
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
省
略
す
る
。

億
般

＋
又

鳥 矢 船

1

2

1

1

1

3

8

9

11

13

β

1

3

1

4

5

9

1

1

1

α

3 3

1

2

3

2

2
β

2

1

1

1

2

1

4

4

5

6

2

2

2
α

1 3 2 72

2

1

1

8

9

2

2
β
．

1 1 03 α

21 3 01
71 計

52

αβ αβ αβ αβ 備
考

66 12 91 98

『
日
本
書
紀
』
の
場
合
、
大
唐
の
客
等
を
迎
え
る
飾
り
船
、
蝦
夷
国
や
粛
慎
国
を
伐
つ
船
、
日
本
を
伐
つ
大
唐
の
戟
船
な
ど
に
「
腹
」
を
、

も
ろ
き

ま
た
、
石
上
山
の
石
を
運
ぶ
「
舟
」
、
百
済
へ
の
援
助
の
軍
船
な
ど
に
「
隻
」
が
用
い
ら
れ
る
が
、
同
船
や
舶
・
大
舶
に
双
方
が
用
い
ら
れ
て

（1）

お
り
、
船
舶
の
大
小
に
よ
る
使
い
分
け
は
明
確
で
な
い
。
む
し
ろ
、
「
隻
」
が
、
仮
名
用
法
の
α
群
と
分
類
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
に
九
例
、
β
群

の
そ
れ
に
一
例
と
い
う
点
に
は
意
味
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
「
般
」
は
、
α
群
・
β
群
に
半
ば
し
て
い
る
。
既
に
、
広
く
流
布
し
て
い
た
か
ら



で
あ
ろ
う
。

な
お
、
上
代
に
は
、
こ
の
他
、
「
隻
」
に
つ
き
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

○
　
造
二
船
一
矧
長
八
丈
ペ
　
（
続
日
本
紀
、
淳
仁
天
皇
、
天
平
宝
字
五
年
八
七
六
一
）
九
月
一
二
日
）

○
　
酒
船
二
矧
（
造
寺
料
銭
用
帳
、
同
年
一
〇
月
、
『
正
倉
院
文
書
』
、
四
・
五
三
六
貢
）

○
　
伏
望
。
朝
恩
賜
二
船
九
矧
パ
　
（
続
日
本
紀
、
光
仁
天
皇
、
宝
亀
一
〇
年
八
七
八
〇
二
二
月
二
二
日
）

第
一
例
、
第
三
例
は
、
共
に
、
外
交
（
唐
国
、
潮
海
）
に
関
わ
る
条
で
あ
る
。

（
三
）
延
喜
式
に
お
け
る
状
況

『
延
喜
式
』
に
は
、
「
腔
」
と
「
隻
」
の
双
方
が
見
え
る
（
頁
数
は
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
）
。
ま
ず
、
「
腹
」
の
例
を
示
そ
う
。

○
　
海
船
若
干
嘲
（
勝
載
若
干
石
）
従
二
某
津
迄
l
尭
津
一
（
主
税
下
、
六
七
八
頁
）

○
　
凡
太
宰
所
部
国
放
レ
蜂
者
。
明
知
二
便
船
パ
不
レ
間
二
客
主
4
挙
二
燦
一
炬
バ
若
知
レ
威
者
放
二
両
炬
ペ
二
百
楓
己
上
放
二
三
炬
ペ
（
兵
部
省
、
七

〇
五
頁
）

○
　
川
船
一
噛
。
（
長
三
丈
。
）
在
与
等
津
。
（
内
膳
司
、
八
七
八
貢
）

○
　
樫
長
一
丈
六
尺
。
以
＝
一
噛
一
充
＝
二
疋
バ
　
（
左
右
馬
寮
、
九
七
九
頁
）

第
一
例
は
、
運
賃
料
の
定
め
、
第
三
例
は
、
年
料
の
定
め
に
関
わ
る
条
で
あ
る
。
第
二
例
は
、
『
養
老
律
令
』
、
「
軍
防
令
6
8
」
に
、
「
凡
有

レ
賊
入
レ
境
。
応
二
須
放
迄
者
。
其
賊
衆
多
少
。
燦
数
節
級
。
並
依
二
別
式
ご
と
あ
る
と
こ
ろ
と
呼
応
し
ょ
う
。
第
四
例
は
、
馬
の
か
い
ば
桶

の
類
を
数
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
延
喜
式
』
に
は
古
く
か
ら
の
規
定
を
踏
襲
し
て
い
る
条
が
あ
（
隼
少
な
く
と
も
、
第
一
、
二
、
三
例
な
ど
、
・
そ
の
文
言
も
古
代
に
遡
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

上
代
に
お
け
る
助
数
詞
の
古
層
と
新
層



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
四

「
隻
」
は
、
鯖
、
鯛
、
鮭
、
矢
、
箭
、
釘
、
錐
、
針
、
槽
、
船
な
ど
を
数
え
て
い
る
。
そ
の
内
、
船
、
及
び
、
槽
を
対
象
と
す
る
の
は
左
記

で
あ
る
。

○
　
紀
伊
国
（
紙
麻
七
十
斤
。
／
鎌
垣
船
九
矧
。
）
（
民
部
下
、
五
八
七
頁
）

○
　
出
羽
国
駅
馬
（
最
上
十
五
疋
。
（
中
略
）
船
十
矧
。
（
中
略
）
）
伝
馬
（
最
上
五
疋
。
野
後
三
疋
。
船
五
勢
。
由
理
六
疋
。
／
避
翼
一
疋
。
船

六
割
。
白
谷
三
疋
。
船
五
矧
。
）
（
兵
部
省
、
七
一
三
頁
）

○
　
交
易
雑
器
／
山
城
国
酒
槽
州
矧
。
円
槽
七
到
。
（
民
部
省
下
、
五
九
一
頁
）

○
　
其
漉
レ
紙
槽
四
矧
。
（
各
長
五
尺
二
寸
。
広
二
尺
一
寸
。
深
一
尺
六
寸
。
底
厚
一
寸
三
分
。
）
（
図
書
寮
、
三
八
七
頁
）

第
一
例
は
、
諸
国
年
料
雑
物
の
一
条
、
次
は
、
駅
馬
の
定
め
の
一
条
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
「
隻
」
は
、
割
り
注
の
中
に
見
え
る
。
こ

う
し
た
部
分
は
、
『
延
喜
式
』
　
の
編
纂
時
（
延
喜
五
年
八
九
〇
五
）
～
延
長
五
年
八
九
二
七
）
）
　
の
筆
に
か
か
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

（
四
）
中
古
・
中
世
に
お
け
る
状
況

そ
の
後
の
時
代
に
お
い
て
、
「
般
」
と
「
隻
」
と
は
、
外
見
上
、
並
行
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

○
　
遣
レ
使
、
造
二
入
唐
使
舶
四
樹
於
安
芸
国
パ
　
（
続
日
本
紀
、
宝
亀
二
年
八
七
七
一
）
　
二
月
条
）

○
　
勅
。
遣
唐
三
樹
舶
。
恐
有
二
風
波
之
変
パ
　
（
続
日
本
後
紀
、
承
和
六
年
八
八
三
九
）
三
月
条
）

右
二
例
は
「
舶
」
を
数
え
る
。
大
船
で
あ
ろ
う
。

○
　
船
二
線
八
一
載
廿
斜
、
在
二
大
津
」
／
一
載
十
五
斜
、
在
二
岡
屋
津
J
 
V
（
安
禅
寺
伽
藍
縁
起
資
財
帳
、
貞
観
一
三
年
八
八
七
一
）
八
月
一
七
日
、

『
平
安
遺
文
』
、
一
、
一
四
七
頁
）

○
　
山
城
国
泉
橋
寺
申
牒
日
。
（
中
略
）
買
コ
得
大
船
二
楓
小
船
一
喝
〓
聖
人
寺
家
べ
　
（
日
本
三
大
実
録
、
貞
観
一
八
年
三
月
三
日
条
）

○
　
御
船
一
嘲
、
本
二
瓦
、
船
差
十
六
人
、
（
宇
治
雑
色
）
、
着
＝
黄
櫨
狩
襖
袴
黄
衣
」
　
（
兵
範
記
、
保
元
三
年
八
二
五
八
）
一
〇
月
一
七
日
）



○○○○

木
津
令
儲
船
六
呵
国
井
庄
々
間
所
沙
汰
進
也
、
（
山
塊
記
、
治
承
三
年
八
二
七
九
）
二
月
八
日
）

一
令
下
乱
ヨ
人
御
前
尾
瀧
山
」
伐
二
往
古
大
木
」
作
中
数
百
楓
漁
舟
上
事
、
（
近
江
伊
香
立
荘
々
官
百
姓
重
申
状
、
文
永
六
年
〈
一
二
六
九
〉
一
〇
月
、

『
鎌
倉
遺
文
　
古
文
書
編
』
、
一
四
、
八
七
貢
）

右
は
「
腰
」
の
例
で
あ
り
、
次
は
「
隻
」
の
例
で
あ
る
。

遣
唐
使
録
事
正
六
位
上
山
代
宿
祢
氏
益
所
レ
駕
新
羅
船
一
男
坂
嘉
筑
前
国
博
多
津
パ
（
続
日
本
後
紀
、
承
和
六
年
〈
八
三
九
〉
一
〇
月
条
）

『
続
日
本
後
紀
』
で
は
、
船
舶
類
に
は
「
腰
」
（
及
び
、
「
箇
」
）
よ
り
「
隻
」
の
方
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

去
九
月
廿
五
日
。
新
羅
人
里
一
人
。
乗
二
一
曳
船
バ
漂
嘉
対
馬
嶋
岸
パ
　
（
日
本
三
代
実
録
、
貞
観
一
五
年
〈
八
七
三
〉
一
二
月
二
二
R
条
）

大
唐
商
人
撞
鐸
等
六
十
三
人
駕
二
一
曳
船
バ
来
嘉
管
筑
前
国
パ
間
二
其
来
由
這
鐸
言
（
下
略
）
（
同
右
、
元
慶
元
年
八
月
二
二
日
条
）

○
槽
弐
隻

－
（
官
宣
旨
、
嘉
承
二
年
〈
＝
〇
七
二
二
日
目
、
『
平
安
遺
文
』
、
一
〇
、
五
四
頁
）

○
洗
御
禰
棉
槽
一
矧
（
割
注
略
）
（
玉
蕊
、
承
元
三
年
〈
一
二
〇
九
〉
五
月
二
五
日
条
、
昭
和
五
九
年
、
思
文
閣
出
版
、
一
八
頁
）

○
去
十
七
日
中
時
、
異
国
船
一
隻

－
来
喜
対
馬
嶋
伊
奈
浦
J
依
レ
例
令
レ
存
崗
来
由
乏
処
、
高
麗
国
債
人
参
来
也
、
位
相
論
彼
国
井
蒙

古
国
牒
」
（
日
本
国
太
政
官
牒
、
文
永
七
年
〈
一
二
七
〇
〉
正
月
、
『
鎌
倉
遺
文
古
文
書
編
』
、
二
四
、
一
七
頁
）

な
お
、
「
槽
」
に
つ
き
、
『
和
名
類
緊
抄
』
（
元
和
三
年
刊
）
の
巻
一
五
、
「
鞍
馬
具
」
に
、
「
槽
唐
韻
云
槽
〈
音
曹
和
名
／
輿
舟
同
〉
馬
槽
也
」

と
見
え
る
が
、
「
槽
」
そ
の
も
の
は
、
水
・
湯
・
酒
な
ど
を
入
れ
る
箱
型
の
容
器
を
い
う
。

（
五
）
小
結

管
見
す
る
と
こ
ろ
、
「
腹
」
は
、
八
世
紀
以
前
、
あ
る
い
は
、
七
世
紀
以
前
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
方
、
「
隻
」
は
、
八
世
紀
初
頭

に
中
国
、
唐
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
に
お
け
る
二
者
の
用
法
上
の
差
異
は
未
だ
調
査
し
て
い
な
い
が
、
両
者
は
、

今
日
で
も
並
行
し
て
用
い
ら
れ
て
お
。
、
「
腹
」
は
、
小
型
の
舟
艇
を
数
え
、
「
隻
」
は
、
貨
物
船
・
潜
水
艦
・
宇
宙
船
に
用
い
る
と
い
う
（
「
助

上
代
に
お
け
る
助
数
詞
の
古
層
と
新
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

数
詞
適
用
の
基
準
」
（
昭
和
四
〇
年
新
聞
用
語
懇
談
会
の
決
定
事
項
）
）
。

過
去
の
文
献
に
は
、
船
の
大
小
・
形
体
等
ま
で
記
録
し
た
も
の
は
多
く
な
い
が
、
「
六
国
史
」
以
下
に
、
そ
の
丈
・
尺
の
寸
法
や
乗
船
者
数
、

ま
た
、
航
行
目
的
な
ど
を
記
録
し
た
も
の
は
な
く
は
な
い
の
で
、
細
か
く
調
査
し
て
い
け
ば
、
「
腹
」
「
隻
」
　
の
用
法
差
、
ま
た
、
そ
の
推
移

等
は
つ
か
め
る
か
も
知
れ
な
い
。

三
、
履
物
類
を
数
え
る
助
数
詞

履
物
類
を
数
え
る
助
数
詞
に
は
、
「
足
」
「
両
」
「
量
」
、
及
び
、
「
隻
」
「
讐
」
「
封
」
な
ど
が
あ
る
。

（
〓
中
国
古
代
に
お
け
る
状
況

（3）

ま
ず
、
中
国
古
代
で
は
、
履
物
類
に
「
両
」
「
量
」
「
締
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
足
」
は
見
え
な
い
。

○
　
草
履
一
両
出
（
居
延
簡
版
、
漠
代
、
∽
軍
N
u
）

○
　
梁
・
国
（
上
部
に
横
書
き
）
／
堆
陽
成
卒
西
尉
玉
柱
／
口
裏
襲
一
領
／
早
布
複
殉
一
領
／
卑
布
禅
衣
二
領
／
早
布
複
繹
一
両
／
葉
罪
一

両
／
常
毒
二
両
（
居
延
簡
憤
、
漢
代
、
－
霊
γ
N
A
）

前
漠
の
中
後
期
、
張
扱
郡
居
延
県
の
蜂
健
の
成
卒
玉
柱
に
宛
て
て
送
ら
れ
た
衣
類
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
「
菓
罪
」
「
常
葦
」
は
、
麻
の
く
つ
、

革
の
く
つ
、
「
綺
」
は
ズ
ボ
ン
状
の
下
衣
で
あ
ろ
う
。
共
に
　
「
両
」
を
用
い
て
い
る
。
類
例
は
多
い
。

「
量
」
は
、
劉
氏
に
よ
れ
ば
、
漢
末
か
ら
見
え
る
と
さ
れ
る
（
前
掲
書
、
二
〇
〇
貢
）
。
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
で
は
そ
の
第
一
期
資
料
（
晋

か
ら
南
北
朝
中
期
）
か
ら
見
え
て
い
る
が
、
用
例
が
多
い
の
は
四
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
の
頃
で
あ
ろ
う
。
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
半
ば

に
か
け
て
は
　
「
両
」
　
の
用
例
も
多
い
。

○
　
政
経
（
練
）
礪
一
薗
　
故
裡
（
展
）
一
薗
（
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
①
、
阿
斯
塔
那
1
－
1
、
A
韓
梁
随
葬
衣
物
疏
、
西
涼
建
初
一
四
年
八
四
一
八
）
）



唐
代
の
敦
坦
文
書
で
は
、
皮
鞋
、
靴
、
麻
靴
、
靴
底
、
磯
な
ど
を
対
象
と
し
て
「
両
」
「
量
」
が
交
互
に
用
い
ら
れ
て
い
る
（
『
敦
焙
社
会
経

済
文
献
其
蹟
釈
録
〓
～
三
）
』
、
書
目
文
献
出
版
社
）
。

○
黒
靴
一
両
（
沙
州
蓮
台
寺
諸
家
散
施
暦
状
、
伯
二
五
六
七
号
背
、
葵
酉
年
〈
七
九
三
〉
二
月
、
『
敦
焙
社
会
経
済
文
献
真
蹟
釈
録
（
三
）
』
、
七
二
頁
）

こ
の
資
料
で
は
、
「
銀
靴
帯
」
「
麻
履
」
「
靴
底
」
に
「
量
」
を
用
い
て
い
る
。
「
両
」
と
「
量
」
と
の
間
に
用
法
上
の
差
異
が
あ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

○
　
靴
一
薗
折
麦
津
碩
弐
封
（
某
寺
得
付
麦
油
布
暦
、
北
図
三
七
二
‥
八
四
六
二
号
背
、
丑
年
～
未
年
八
二
0
世
紀
前
半
頃
カ
〉
）

「
唐
雑
令
」
に
も
「
両
」
「
量
」
が
散
見
す
る
。

○
　
諸
時
服
一
具
者
、
全
給
之
（
中
略
）
樺
一
哉
（
開
元
七
年
令
、
『
唐
令
拾
遺
』
、
八
五
一
貫
）

○
　
諸
給
時
服
、
春
秋
各
給
靴
一
両
、
井
耗
夏
則
汗
杉
一
領
（
開
元
二
五
年
令
、
同
右
、
同
賞
）

○
春
衣
毎
歳
一
給
、
冬
衣
二
歳
一
給
、
（
中
略
）
牛
皮
樺
一
考
（
中
略
）
鞍
二
卑
（
中
略
）
鞋
二
薗
（
開
元
七
年
令
、
同
右
、
八
五
八
頁
）

右
に
つ
き
、
「
養
老
雑
令
」
に
は
、
相
当
す
る
表
現
が
見
え
な
い
。
「
鞍
」
は
か
わ
ぐ
つ
を
い
う
。

○
道
義
和
尚
大
化
金
閣
寺
十
五
（
中
略
）
即
以
竹
註
二
両
。
雇
人
代
行
。
遂
披
三
事
柄
衣
。
東
北
而
行
。
（
広
清
涼
伝
、
中
、
宋
延
一
編
、
『
大

正
新
修
大
蔵
経
』
、
五
一
、
二
一
三
頁
）

中
略
部
分
に
唐
開
元
二
四
年
四
月
と
見
え
る
。

鞍
を
「
柄
」
で
数
え
た
例
も
あ
る
。

○
　
繚
事
畢
贈
鞍
二
酬
忽
隠
無
堆
（
宋
高
僧
伝
、
一
八
、
宋
賛
寧
等
撰
、
『
大
正
新
傭
大
蔵
経
』
、
五
〇
、
八
二
六
頁
）

な
お
、
唐
代
前
後
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
「
両
」
「
量
」
「
緬
」
の
他
に
、
「
隻
」
「
斐
」
「
封
」
な
ど
の
見
え
る
こ
と
も
あ
る
。

○
釈
僧
度
。
不
知
何
人
。
（
中
略
）
時
僧
度
乃
戴
皮
靴
一
男
従
城
西
遣
糞
而
走
。
（
続
高
僧
伝
、
二
五
、
唐
道
宣
撰
、
『
大
正
新
傭
大
蔵
経
』
、
五

〇
、
六
五
七
頁
）

上
代
に
お
け
る
助
数
詞
の
古
層
と
新
層
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二
九
八

〇
　
適
無
他
物
僅
有
皮
靴
一
喝
於
其
前
（
突
辛
雑
識
続
集
、
上
、
宋
周
密
撰
、
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
、
子
部
、
三
四
六
、
六
八
頁
）

○
　
遂
有
詩
云
処
士
近
来
恩
例
別
麻
鞋
一
酬
当
蒲
輪
之
畿
（
山
居
新
話
、
四
、
元
楊
璃
撰
、
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
、
子
部
、
三
四
六
、
三
七
四

貢
）

○
　
衆
共
開
塚
看
之
。
唯
見
一
到
履
鞋
耳
。
（
神
僧
伝
、
三
、
『
大
正
新
僑
大
蔵
経
』
、
五
〇
、
九
六
七
頁
）

○
　
帝
令
起
填
。
惟
空
相
一
劃
草
履
存
蔦
。
（
神
僧
伝
、
四
、
『
大
正
新
條
大
蔵
経
』
、
五
〇
、
九
七
一
頁
）

『
神
僧
伝
』
（
撰
者
不
詳
）
は
、
明
の
永
楽
一
五
年
（
一
四
一
七
）
正
月
の
序
を
有
す
る
が
、
梁
慧
瞭
撰
『
高
僧
伝
』
や
唐
道
宣
撰
『
続
高
僧

伝
』
な
ど
を
引
用
し
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
　
「
足
」
　
に
つ
い
て

助
数
詞
「
足
」
は
、
『
正
倉
院
文
書
』
で
は
、
履
物
の
木
履
・
沓
の
類
を
数
え
、
ま
た
、
経
台
、
机
、
案
机
、
中
取
机
、
楊
、
床
、
脇
息
の

類
を
数
え
る
。

○
　
木
履
五
十
凪
　
（
布
施
受
物
帳
、
天
平
九
年
八
七
三
七
）
九
月
二
〇
日
、
『
正
倉
院
文
書
』
、
二
、
三
〇
頁
）

〇
・
〇
符
豊
嶋
　
（
長
親
王
廿
凪
所
進
□
□
／
□
□
急
々
今
進
出
又
飛
鳥
戸
）

・
〇
八
若
万
呂
召
進
出
又
大
炊
司
一
々
人
進
上
／
附
仕
丁
安
万
呂
　
廿
一
日
家
令
）
（
長
屋
王
邸
宅
跡
出
土
木
簡
南
北
溝
S
D
舎
∽
O
 
N
N
で
N
∞
・

N
雷
ロ
）

第
二
例
は
、
長
親
王
（
霊
亀
元
年
六
月
亮
）
の
家
令
か
と
さ
れ
る
赤
染
豊
嶋
宛
の
指
示
書
で
あ
る
。
数
字
は
履
物
類
を
数
え
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
S
D
舎
∽
○
木
屑
層
か
ら
木
履
二
点
が
出
土
し
て
い
る
。

平
安
初
期
に
も
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

○
　
層
鼻
沓
壱
凪
（
広
隆
寺
資
財
帳
、
貞
観
一
五
年
八
八
七
三
）
四
月
、
『
平
安
遺
文
』
、
一
、
一
七
三
貴
）



（
三
）
　
「
両
」
　
に
つ
い
て

履
物
を
数
え
る
「
両
」
は
、
『
正
倉
院
文
書
』
に
も
多
く
見
え
て
い
る
。

○
機
六
十
二
両
八
人
別
三
両
）
　
（
写
経
司
話
浄
衣
解
案
帳
、
天
平
一
〇
年
〈
七
三
八
〉
、
『
正
倉
院
文
書
』
、
二
四
、
＝
六
頁
）

「
軍
防
令
」
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

○
凡
兵
士
。
痘
レ
火
紺
布
幕
一
口
。
着
レ
裏
。
鋼
盆
。
小
釜
。
（
中
略
）
毎
レ
人
弓
一
張
。
弓
弦
袋
一
－
。
副
弦
二
候
。
（
中
略
）
脛
巾
二
具
。
鞋

一
両
。
皆
令
二
日
備
バ
　
（
令
義
解
、
巻
五
、
軍
防
令
、
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
、
一
八
四
頁
）

一
火
（
兵
士
一
〇
人
）
毎
に
、
ま
た
、
五
〇
人
毎
に
、
更
に
は
、
各
自
で
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
什
具
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
「
唐
令
」
に

准
じ
た
条
文
だ
が
、
開
元
二
五
年
令
（
唐
令
拾
遺
）
の
方
で
は
、
什
具
や
数
量
が
異
な
り
、
助
数
詞
も
見
え
な
い
。

『
延
喜
式
』
で
は
、
助
数
詞
の
「
足
」
が
見
え
ず
、
履
や
沓
の
類
に
「
両
」
、
ま
た
、
机
の
類
に
「
脚
」
「
前
」
が
用
い
ら
れ
る
。

○
　
錦
鞋
一
両
l
。
（
神
祇
一
、
四
時
祭
上
、
一
四
貢
）

○
　
履
。
磯
各
八
両
l
。
（
神
祇
三
、
臨
時
祭
、
五
二
頁
）

○
　
沓
一
両
。
（
神
祇
五
、
斎
宮
、
一
二
〇
頁
）

○
　
御
靴
一
両
。
（
内
蔵
寮
、
四
二
五
頁
）

○
　
高
鼻
履
一
両
。
（
玄
蕃
寮
、
五
三
七
頁
）

こ
の
間
の
状
況
を
略
示
す
れ
ば
、
左
表
の
よ
う
に
な
る
。
次
節
の
机
類
の
場
合
も
併
せ
て
示
そ
う
。

足

両

両

足

前

上
代
に
お
け
る
助
数
詞
の
古
層
と
新
暦

対
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（
四
）
　
小
結

（4）

履
物
類
に
用
い
ら
れ
る
「
足
」
と
「
両
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
前
に
も
、
次
の
よ
う
な
観
察
結
果
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
即
ち
、

①
天
平
時
代
以
下
を
概
観
す
る
と
、
「
両
」
　
の
方
が
羽
振
り
が
よ
く
、
「
足
」
　
は
影
が
薄
い
よ
う
に
見
え
る
。
②
「
正
倉
院
御
物
出
納
文
書
」

の
内
の
「
雑
財
物
目
録
」
や
『
正
倉
院
文
書
』
の
「
楽
具
欠
失
物
注
文
」
　
（
天
平
神
護
二
年
八
七
六
六
）
四
月
二
三
日
類
収
）
で
は
、
二
者
を
両
用

す
る
も
の
の
、
「
足
」
は
、
記
述
を
過
っ
て
重
複
し
た
部
分
、
ま
た
は
、
何
か
の
事
情
で
庵
点
の
付
さ
れ
た
よ
う
な
箇
所
に
見
え
て
い
る
。
③

「
軍
防
令
」
に
「
鞋
一
両
」
と
見
え
る
。
④
平
安
時
代
の
寺
院
縁
起
資
財
帳
・
実
録
帳
で
は
、
「
足
」
は
、
や
や
古
色
の
感
じ
ら
れ
る
一
部
の

資
料
に
見
え
る
。
⑤
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
、
「
両
」
は
安
定
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
八
世
紀
前
半
（
律
令
施
行
前
）
か
ら
、
履
物
を
数
え
る
助
数
詞
は
、
「
足
」
か
ら
「
両
」
へ
交
替
し
っ
つ
あ
っ

た
と
推
察
さ
れ
よ
う
。

「
両
」
　
に
先
行
す
る
「
足
」
が
、
い
つ
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
「
両
」
　
は
、
中
国
唐
代
の
そ
れ
に
連

な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
こ
れ
は
、
中
世
以
降
、
影
を
ひ
そ
め
て
し
ま
う
。
「
量
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
も
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
が
、

も
は
や
、
導
入
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
定
着
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。

○
　
麻
靴
三
十
薗
（
唐
大
和
上
東
征
伝
、
『
大
正
新
備
大
蔵
経
』
、
五
一
、
九
八
九
頁
）

ま
た
、
時
に
、
次
の
よ
う
な
「
締
」
字
で
見
え
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
れ
な
例
で
あ
る
。

○
　
山
中
不
二
其
価
者
三
物
、
薪
一
推
、
酒
一
升
、
木
履
一
樹
、
（
臥
雲
日
件
録
抜
尤
、
享
徳
元
年
八
一
四
五
二
）
四
月
二
日
）

四
、
机
類
を
数
え
る
助
数
詞

机
類
を
数
え
る
助
数
詞
に
は
　
「
足
」
「
前
」
「
脚
」
な
ど
が
あ
る
。



（
こ
中
国
古
代
に
お
け
る
状
況

「
足
」
も
「
前
」
も
、
中
国
に
お
け
る
助
数
詞
（
量
詞
）
と
し
て
の
用
例
が
、
未
だ
得
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
、
前
節
の
「
足
」
と
同
様
で
あ
る
。
「
脚
」

の
助
数
詞
か
と
見
ら
れ
る
用
例
に
次
が
あ
る
。

〇
〇
〇
単
車
壱
乗
、
壱
酬
破
酬
付
主
（
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
③
、
阿
斯
塔
那
苧
宗
、
B
麻
牽
牛
子
名
及
給
価
文
書
、
高
昌
重
光
二
年
－
延
寿
一
〇

年
（
六
二
一
－
六
三
三
）
）

〇
令
孤
恵
信
床
二
　
八
二
脚
郭
洛
護
〉
（
同
⑥
、
阿
斯
塔
邦
字
の
、
B
雑
器
物
帳
、
唐
貞
観
一
九
年
〈
六
四
五
〉
頃
、
＊
部
に
「
張
」
字
脱
か
）

第
一
例
は
、
車
輪
を
対
象
と
す
る
。
適
例
で
は
な
い
が
、
他
に
よ
い
例
が
得
ら
れ
な
い
。
第
二
例
は
、
床
を
数
え
る
。
床
は
、
こ
の
文
書

で
も
そ
う
だ
が
、
ふ
つ
う
、
「
張
」
で
数
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
細
字
部
に
一
例
、
「
脚
」
と
見
え
る
。

こ
の
他
、
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
で
は
、
羊
宍
（
肉
）
を
「
脚
」
で
数
え
て
い
る
。

「
足
」
は
、
名
詞
と
し
て
な
ら
ば
、
中
国
古
代
に
「
…
…
彫
者
二
十
二
凪
樫
（
榎
〉
」
（
信
陽
長
台
関
二
号
墓
竹
簡
、
戦
国
時
代
〈
紀
元
前
四
〇
三
1

二
≡
）
早
期
、
「
檀
」
は
机
・
林
前
の
類
）
、
「
牛
千
足
」
「
千
足
羊
」
（
史
記
、
貨
殖
伝
）
等
の
例
が
あ
る
。
こ
の
用
法
は
、
日
本
で
も
、
「
火
櫨

ち
や
う

机
四
箇
（
各
六
凪
、
高
三
尺
）
」
（
造
仏
所
作
物
帳
、
天
平
六
年
〈
七
三
四
〉
五
月
一
日
、
『
正
倉
院
文
書
』
、
一
、
五
七
九
頁
）
、
『
瑠
書
紀
』
に
「
八

凪
之
鹿
」
・
「
撃
四
凪
者
」
（
巻
二
七
）
、
「
三
凪
蜜
」
・
「
四
凪
鶏
」
（
巻
二
九
）
な
ど
と
見
え
る
。
『
小
川
本
願
経
四
分
律
古
点
』
に
は
、
「
脚
の

撃
ビ
ヒ
す
」
（
甲
⑪
8
）
の
傍
線
部
に
「
足
」
字
を
付
し
た
例
が
あ
。
、
ま
た
、
『
古
事
記
』
に
「
風
上
名
椎
」
「
手
上
名
椎
」
と
見
え
る
条
が
、

『
日
本
書
紀
』
神
代
上
に
「
脚
摩
乳
・
手
摩
乳
」
「
脚
摩
手
摩
」
と
見
え
る
。
「
足
」
の
方
は
馴
染
み
の
あ
る
、
よ
り
日
常
的
な
文
字
で
あ
っ

た
と
い
え
ま
い
か
。

（
二
）
「
足
」
に
つ
い
て

『
正
倉
院
文
書
』
で
は
、
助
数
詞
「
足
」
で
、
経
台
、
机
、
案
机
、
中
取
机
、
楊
、
床
、
脇
息
の
類
を
も
数
え
て
い
る
こ
と
、
先
に
も
触
れ

上
代
に
お
け
る
助
数
詞
の
古
層
と
新
層
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た
。
用
例
を
示
そ
う
。

○
　
合
漆
塗
机
伍
凪
（
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
、
天
平
一
九
年
八
七
四
七
）
二
月
二
日
、
『
正
倉
院
文
書
』
、
二
、
六
〇
三
頁
）

○
　
床
伍
拾
漆
凪
　
（
同
右
、
六
一
二
頁
）

○
　
楊
弐
拾
陸
風
　
（
同
右
、
六
一
二
頁
）

『
日
本
霊
異
記
』
　
に
も
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

○
　
白
銅
水
瓶
一
口
縄
床
一
風
也
（
下
－
1
、
来
迎
院
本
）

『
正
倉
院
文
書
』
、
「
長
屋
王
邸
宅
跡
出
土
木
簡
」
に
「
脚
」
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
三
）
　
「
脚
」
　
に
つ
い
て

机
類
を
数
え
る
「
脚
」
は
、
『
延
喜
式
』
　
に
、
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

〇
　
八
足
案
四
脚
。
（
神
祇
一
、
二
〇
貫
）

○
　
切
机
二
脚
。
（
同
、
二
五
頁
）

○
　
中
取
八
脚
。
（
神
祇
五
、
一
〇
八
頁
）

○
　
大
机
二
脚
。
（
縫
殿
寮
、
三
九
四
頁
）

右
の
第
一
例
は
、
二
五
頁
、
五
三
頁
、
そ
の
他
に
も
同
様
に
見
え
る
（
表
記
）
。
「
赤
漆
鷺
足
円
机
四
脚
」
、
「
八
足
机
二
瑚
」
と
い
っ
た
例
も

あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

〇
　
八
脚
案
二
脚
。
（
造
酒
司
、
八
八
六
頁
）

『
正
倉
院
文
書
』
　
で
は
、
床
・
林
の
類
も
「
足
」
で
数
え
た
が
、
『
延
喜
式
』
　
で
は
「
脚
」
で
あ
る
。

○
　
床
三
脚
。
（
神
祇
四
、
八
五
黄
）



〇〇〇〇〇〇〇〇

胡
床
二
脚
。
（
神
祇
五
、
二
〇
頁
）

五
尺
淋
一
脚
。
（
神
祇
六
、
一
四
〇
頁
）

塗
丹
楊
一
脚
。
（
図
書
寮
、
三
八
四
頁
）

大
床
子
一
脚
（
木
工
寮
、
七
八
八
頁
）

他
の
資
料
に
は
、
次
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
。

黄
楊
子
縄
床
一
脚
（
安
禅
寺
伽
藍
縁
起
資
財
帳
、
貞
観
一
三
年
〈
八
七
一
〉
八
月
一
七
日
、
『
平
安
遺
文
』
、

立
大
床
子
二
脚
於
殿
東
庇
、
（
吏
部
王
記
、
延
長
二
年
八
九
二
四
）
一
二
月
≡
日
）

一
、
一
五
三
頁
）

当
北
階
立
大
床
子
二
脚
、
（
御
堂
関
白
記
、
寛
仁
二
年
八
二
U
∵
八
二
〇
月
二
二
日
）

其
北
掃
部
允
属
各
二
人
率
掃
部
五
人
利
立
〈
一
人
取
胡
床
一
脚
／
自
内
蔵
渡
之
〉
（
大
外
記
中
原
師
元
朝
臣
記
、
保
安
四
年
〈
＝
二
三
〉
二

月
一
九
日
、
『
歴
代
残
開
日
記
』
、
巻
二
〇
、
臨
川
書
店
刊
、
二
八
六
頁
）

○
　
立
前
机
一
脚
、
（
山
塊
記
、
治
承
二
年
八
二
七
一
）
八
月
二
日
）

○
　
其
上
立
黒
染
案
二
呵
（
玉
蕊
、
嘉
禎
三
年
八
一
二
三
七
）
三
月
「
九
日
、
思
文
閣
出
版
）

○
　
机
四
脚
（
実
隆
公
記
、
文
明
八
年
八
一
四
七
六
）
正
旦
日
）

（
四
）
「
前
」
に
つ
い
て

机
の
類
を
数
え
る
助
数
詞
に
は
、
ま
た
、
「
前
」
が
あ
る
。
用
例
は
、
「
西
大
寺
資
財
流
記
帳
」
（
宝
亀
＝
年
〈
七
八
〇
〉
一
二
月
二
五
日
）
、

「
長
屋
王
邸
宅
跡
出
土
木
簡
」
、
『
延
喜
式
』
、
『
吏
部
王
記
』
、
平
安
時
代
の
寺
院
縁
起
資
財
帳
・
実
録
帳
、
そ
の
他
に
多
く
見
出
す
こ
と
が
で

（6）
き
る
。

○
　
□
菜
机
一
副
（
長
屋
王
邸
宅
跡
出
土
木
簡
、
S
D
S
g
溝
、
…
－
T
B
u
）

上
代
に
お
け
る
助
数
詞
の
古
層
と
新
層
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○
　
机
十
前
　
（
写
疏
所
解
案
、
天
平
一
五
年
八
七
四
三
）
一
〇
月
一
五
日
、
正
倉
院
文
書
二
四
・
二
三
四
頁
）

と
こ
ろ
が
、
「
西
大
寺
資
財
流
記
帳
」
に
同
趣
の
資
財
帳
で
も
、
よ
り
古
い
「
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」
（
既
出
、
天
平
一
九
年
二

月
二
日
）
、
「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」
（
同
年
月
日
）
、
「
法
隆
寺
縁
起
井
資
財
帳
」
（
天
平
宝
字
五
年
一
〇
月
一
日
）
の
三
点
で
は
、

机
類
に
「
足
」
が
用
い
ら
れ
「
前
」
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
「
足
」
は
、
従
っ
て
、
「
前
」
よ
り
古
い
用
法
に
あ
る
も
の
か
と
見
受
け
ら
れ

る
。「
前
」
に
つ
き
、
そ
の
後
に
は
、
次
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
。
机
、
花
机
、
関
伽
器
、
大
盤
、
衝
重
、
台
、
神
宝
な
ど
を
対
象
と
す
る
が
、

「
饗
」
や
「
僧
膳
」
に
関
わ
る
例
も
多
く
な
り
、
こ
れ
が
、
後
の
助
数
詞
「
膳
」
と
の
関
係
に
お
い
て
注
意
さ
れ
る
。

○
　
食
床
十
蘭
。
（
延
喜
式
、
神
祇
六
、
一
四
〇
貢
）

○
　
机
一
樹
立
座
後
東
方
、
（
九
条
殿
記
、
大
臣
家
大
饗
、
天
慶
八
年
八
九
四
五
）
正
月
五
日
）

○
　
送
僧
前
一
副
如
何
、
（
御
堂
関
白
記
、
寛
弘
元
年
八
一
〇
〇
四
）
九
月
二
五
日
）

○
　
阿
闇
梨
料
僧
勝
一
副
、
（
水
左
記
、
承
保
四
年
八
一
〇
七
七
）
一
二
月
二
六
日
）

○
　
殿
上
人
座
細
殿
居
l
l
黒
柿
机
廿
坤
（
割
注
略
）
（
兵
範
記
、
保
元
二
年
八
二
五
七
）
八
月
一
九
日
）

○
　
金
銅
阿
伽
器
五
副
、
（
兵
範
記
、
仁
安
元
年
八
二
六
六
）
九
月
九
日
）

〇
一
、
御
前
物
、
／
榎
木
御
大
盤
六
脚
、
（
略
）

二
饗
、
／
上
達
部
廿
副
　
　
重
衡
、
／
殿
上
人
丹
前
　
　
基
親
、
　
（
略
）
　
（
山
塊
記
、
治
承
二
年
八
二
七
八
）
八
月
二
日
）

〇
一
饗
膳
／
鯖
節
御
料
一
副
（
仏
名
雑
事
注
文
、
承
元
三
年
八
一
二
〇
九
）
一
二
月
、
『
鎌
倉
遺
文
』
、
三
、
三
九
七
頁
）

（
五
）
小
結

机
の
類
を
数
え
る
助
数
詞
「
足
」
「
前
」
は
、
八
世
紀
前
半
以
前
に
伝
来
し
、
「
脚
」
は
、
遅
く
て
も
平
安
初
期
以
前
に
唐
か
ら
伝
え
ら
れ



た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
「
脚
」
は
、
そ
の
後
、
前
二
者
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
に
な
る
。

「
足
」
「
前
」
二
者
の
内
、
「
足
」
は
、
「
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」
や
「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」
に
、
「
前
」
は
、
「
西

る
き

大
寺
資
財
流
記
帳
」
に
そ
れ
ぞ
れ
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
流
記
資
財
帳
」
は
、
後
世
ま
で
留
め
て
永
代
の
恒
式
と
な
す
べ
く
、
特
に
厳
密
を
期

（7）

し
た
と
さ
れ
る
。
当
然
、
古
く
か
ら
の
文
書
・
記
録
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
法
隆
寺
や
大
安
寺
の
草
創
期
は
七
世
紀
で
あ
り
、

西
大
寺
は
、
称
徳
天
皇
の
勅
願
に
よ
っ
て
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
に
造
営
さ
れ
た
と
い
う
（
右
資
財
流
記
帳
）
。
助
数
詞
「
足
」
は
二
前
」

に
先
ん
じ
て
日
本
に
伝
来
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
お
　
わ
　
り
　
に

日
本
の
八
世
紀
に
お
け
る
諸
資
料
を
検
討
し
、
船
舶
類
を
数
え
る
助
数
詞
は
「
腔
」
か
ら
「
隻
」
へ
、
履
物
類
の
そ
れ
は
「
足
」
か
ら
「
両
」

へ
、
机
類
の
そ
れ
は
「
足
」
「
前
」
か
ら
「
脚
」
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
交
替
し
っ
つ
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
「
隻
」
・
「
両
」
・
「
脚
」
は
、
当
時
の
唐

文
化
の
受
容
に
伴
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
ら
に
先
行
す
る
助
数
詞
「
般
」
・
「
足
」
・
「
前
」
も
中
国
を
源
流
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
「
艇
」
は
と
も
か
く
、
「
足
」

（
履
物
類
）
、
「
足
」
「
前
」
（
机
類
）
の
場
合
、
そ
の
源
流
、
及
び
、
受
容
の
経
路
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
調
査
の
不
足
、
資

料
の
不
足
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
流
記
資
財
帳
」
の
年
代
性
、
ま
た
、
そ
の
背
後
の
政
治
・
文
化
・
宗
教
等
々
の
諸
問
題
を
顧
慮
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
助
数
詞
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
来
し
た
も
の
、
ま
た
、
そ
こ
か
ら
の
渡
来
人
の
所
有
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
南
北
朝
に

よ
く
用
い
ら
れ
た
と
い
う
「
鰹
」
も
、
同
様
、
こ
の
ル
ー
ト
で
伝
え
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

史
・
外
交
文
書
∴
仏
教
・
学
問
な
ど
、
文
字
に
関
係
あ
る
文
化
の
部
門
に
活
躍
し
た
の
は
、
大
体
、
推
古
朝
（
五
九
三
－
六
二
八
年
）
ま
で

（8）

は
殆
ど
帰
化
人
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
「
般
」
・
「
足
」
・
「
前
」
な
ど
は
、
彼
ら
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
も
幾
度
か
の
波
を
重
ね
て
も
た

（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ら
さ
れ
、
こ
れ
が
七
、
八
世
紀
ま
で
広
く
通
用
し
て
は
い
た
も
の
の
、
唐
代
文
化
や
そ
の
文
書
行
政
の
導
入
、
律
令
制
の
浸
透
と
共
に
、
「
隻
」
・

上
代
に
お
け
る
助
数
詞
の
古
層
と
新
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
五
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「
両
」
・
「
脚
」
が
新
た
に
採
択
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
様
の
状
況
は
、
仏
像
類
、
屏
風
類
、
動
物
類
な
ど
を
数
え
る
助
数
詞
に
も
認
め
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
先
学
に
よ
れ
ば
こ
の
時
期
、

へ
〓
」

「
七
世
紀
代
ま
で
日
本
の
漢
字
文
化
の
根
幹
を
な
し
て
き
た
朝
鮮
渡
来
の
文
書
技
術
が
、
次
第
に
唐
風
に
改
め
ら
れ
て
い
っ
た
」
と
さ
れ
る
。

今
の
助
数
詞
の
問
題
も
、
そ
の
一
隅
に
位
置
す
る
問
題
と
解
さ
れ
よ
う
。

な
お
、
助
数
詞
「
足
」
は
、
机
類
の
場
合
、
「
脚
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
が
、
履
物
類
に
は
、
そ
の
後
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

○
　
挿
鞋
一
風
者
、
蔵
人
方
事
、
（
後
二
条
師
通
記
、
別
記
、
寛
治
五
年
八
一
〇
九
D
　
二
月
一
七
日
）

○
　
草
撃
二
凪
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
巻
子
本
吾
妻
鏡
紙
背
山
密
往
来
（
成
立
は
応
安
六
年
二
三
七
三
）
、
五
月
往
状
）

○
　
為
二
御
音
信
」
革
踏
皮
弐
凪
被
レ
懸
二
御
意
一
候
、
（
浅
野
幸
長
書
状
案
、
河
原
長
右
衛
門
宛
、
慶
長
三
年
八
一
五
九
八
）
正
月
二
日
、
『
大
日
本

古
文
書
』
・
浅
野
家
文
書
、
四
一
三
頁
）

○
　
単
皮
十
三
凪
・
杉
原
三
束
（
泰
重
卿
記
二
、
元
和
四
年
八
一
六
一
八
）
　
二
万
一
四
日
）

結
局
、
こ
の
部
分
は
唐
風
（
「
両
」
）
に
改
め
切
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
船
を
数
え
る
「
膿
」
も
同
様
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
辺
の

事
情
は
、
日
本
漠
字
音
史
上
の
、
い
わ
ゆ
る
呉
音
・
漢
音
の
問
題
と
も
似
て
い
る
。
漢
字
音
も
助
数
詞
も
、
基
盤
を
同
じ
く
す
る
八
世
紀
の

改
革
期
を
迎
え
、
大
小
の
修
正
や
改
変
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
必
要
性
の
有
無
や
度
合
い
に
よ
っ
て
は
、
改
革
し
切
れ
ず
、
旧
を
留
め
た

り
旧
に
復
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

注（
1

（
2

森
博
達
執
筆
「
日
本
語
と
中
国
語
の
交
流
」
、
『
日
本
の
古
代
1
4
　
こ
と
ば
と
文
字
』
　
（
一
九
九
六
年
二
月
、
中
央
公
論
社
）
所
収
、
一
二
九
頁
。

虎
尾
俊
哉
著
『
延
喜
式
』
、
平
成
元
年
五
月
（
昭
和
三
九
年
、
第
一
刷
）
、
吉
川
弘
文
館
、
五
七
頁
、
そ
の
他
。

虎
尾
俊
哉
著
『
弘
仁
式
貞
観
式
逸
文
集
成
』
、
平
成
四
年
一
二
月
、
国
書
刊
行
会
、
二
四
三
頁
、
そ
の
他
。



（
3
）
　
岡
田
挺
之
編
『
物
数
称
謂
』
（
影
印
日
本
随
筆
集
成
、
第
六
韓
、
「
九
七
八
竺
〇
月
、
汲
古
書
院
）
に
、
「
甲
魚
一
足
」
（
舜
水
文
集
）
と
見
え
る
。

助
数
詞
ら
し
い
が
、
明
代
の
用
例
で
あ
る
。

（
4
）
　
拙
稿
「
奈
良
時
代
の
寺
院
縁
起
資
財
帳
に
お
け
る
助
数
詞
の
考
察
－
古
代
中
国
に
お
け
る
助
数
詞
に
触
れ
て
－
」
、
『
古
代
語
の
構
造
と
展
開
』
、
一
九
九

二
年
六
月
、
和
泉
書
院
、
一
五
四
頁
。

（
5
）
　
大
坪
併
治
「
小
川
本
願
経
四
分
律
古
点
」
、
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
、
第
九
韓
、
昭
和
三
三
空
目
。
原
典
は
、
挑
秦
の
弘
始
二
0
年
〈
四
〇
八
〉
、

仏
陀
耶
舎
等
の
漢
訳
に
か
か
る
。

（
6
）
　
拙
稿
「
古
文
書
に
お
け
る
助
数
詞
（
一
）
」
、
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学
編
、
第
二
三
巻
第
一
号
、
一
九
八
九
年
七
月
、
「
同

（
二
）
」
、
同
二
号
、
同
一
二
月
。

（
7
）
　
竹
内
理
三
編
『
寧
楽
遺
文
　
上
』
、
一
九
四
三
年
二
月
、
再
版
、
八
木
書
店
、
五
五
頁
。

松
田
和
晃
「
奈
良
朝
に
お
け
る
資
財
帳
の
制
に
つ
い
て
」
、
『
律
令
制
の
諸
問
題
　
瀧
川
政
次
郎
博
士
米
寿
記
念
論
集
』
、
昭
和
五
九
年
五
月
、
汲

古
書
院
、
五
二
九
頁
。

（
8
）
　
馬
渕
和
夫
著
『
上
代
の
こ
と
ば
』
、
一
九
六
八
年
一
二
月
、
至
文
堂
、
五
二
頁
。

（
9
）
　
「
足
」
は
、
万
葉
仮
名
と
し
て
も
「
筑
足
流
城
」
（
雄
略
紀
、
八
年
二
月
条
）
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
が
、
七
、
八
世
紀
に
お
い
て
は
異
質
で
あ
り
、

朝
鮮
起
源
の
用
字
と
見
な
さ
れ
る
と
い
う
（
東
野
治
之
著
『
日
本
古
代
木
簡
の
研
究
』
、
一
九
八
三
年
三
月
、
塙
書
房
、
三
二
二
頁
）
。

（
1
0
）
　
早
川
庄
八
著
『
続
日
本
紀
』
、
一
九
九
三
年
二
月
、
岩
波
書
店
、
「
第
二
講
」
。

早
川
庄
八
著
『
日
本
古
代
の
文
書
と
典
籍
』
、
一
九
九
七
年
五
月
、
吉
川
弘
文
館
、
第
一
部
。

（
1
1
）
　
東
野
治
之
「
金
石
文
・
木
簡
」
、
『
漢
字
講
座
』
、
第
五
巻
、
一
九
八
八
年
七
月
、
明
治
書
院
、
四
〇
貢
。
ま
た
、
注
（
9
）
文
献
、
二
六
四
～
二

七
六
頁
。

［
付
記
］
　
本
稿
で
用
い
た
資
料
の
内
、
「
六
国
史
」
と
『
延
喜
式
』
は
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
、
『
九
条
殿
暦
』
『
御
堂
関
白
記
』
『
後
二
条
師
道
記
≡
臥

雲
日
件
録
抜
尤
』
は
『
大
日
本
古
記
録
』
、
『
山
塊
記
』
『
水
左
記
』
『
兵
範
記
』
は
『
史
料
大
成
』
、
『
吏
部
王
記
』
『
泰
重
卿
記
』
は
『
史
料
纂
集
』
、
『
実

隆
公
記
』
は
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
の
そ
れ
に
よ
る
。

こ
の
他
、
中
国
漠
代
前
後
の
簡
腰
類
か
ら
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
・
敦
燵
文
書
等
に
お
け
る
用
例
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
拙
稿
に
よ
る
が
、
紙
面
の
都

上
代
に
お
け
る
助
数
詞
の
古
層
と
新
層

三
〇
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

合
上
、
こ
の
詳
細
は
省
略
す
る
。

末
尾
な
が
ら
、
種
々
の
御
指
導
を
い
た
だ
た
小
林
芳
規
先
生
、
ま
た
、
沼
本
克
明
先
生
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。




